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多様な使い方ができる特別教室が多く、用途に合わせて活用しています。
コミュニティールームは、PTA委員会や学校運営協議会など多用途で活用頻度が高いです。
多目的広場は、学年集会や運動会へ向けた花傘踊りの練習、クラブ活動などにも使用して

います。壁面の掲示スペースでは、全校向けの掲示板として活用しています。
多目的教室では少人数指導を行っており、今後も工夫をして活用していきたいと思います。

委員会では、福岡小学校長から新校舎での児童の様
子を報告していただきました。
事務局から、閉校した旧4小学校の今後の活用方針

について報告しました。
新福岡小学校がスタートし、統合準備委員会の協

議・検討事項の全てを終えることができました。
新ふくおか小学校統合準備委員会は、第12回統合

準備委員会をもちまして解散する運びとなりました。
委員の皆様、地域の皆様には、長きにわたりご理解、

ご協力いただき誠にありがとうございました。

はじめの一週間は教室へ行くのに迷ったりしていましたが、すぐに新校舎に慣れ、広い校
内を走りまわる姿が見られました。
教員による指導や見回りの実施、児童会や委員会で作成した注意喚起のポスターを掲示す

るなど対策を行い、少しずつ場に即した行動がとれるようになっています。

平成30年11月30日に統合準備委員会が発足し、5年間に渡り活動
をしてきました。
保護者並びに地域の皆様方につきましては、さまざまな準備や課

題解決に真摯に取り組んでいただき、ご理解をいただきまして本当
にありがとうございました。
新福岡小学校は、地域から統合を要望し、完成した地域の想いが

たくさん詰まった小学校です。この想いを忘れることなく、将来の
福岡を担う子どもたちのよりよい環境づくりをしていけるよう、今
後も皆様方のご協力をお願いします。
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市のホームページから完成までの経過写真がご覧いただけます！
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旧福岡小学校は、老朽化した福岡公民館の移転先候補また文化財等の機能集約の候補地と

して検討を進めています。

旧田瀬・下野・高山小学校の売却先は決まっておりませんが、市や地元に貢献いただける

企業に活用してもらえるよう、市からPRを行うなど関係部局と連携して積極的に進めます。

令和5年4月3日に、庁内検証グループを発足し、これまで計4回の会議が行われています。

会議では工程管理の確認や工事遅延の原因となった点など、教育委員会事務局及びリニ

ア都市政策部への聞き取り等を実施し、取りまとめを行っています。

公正公平の観点から、弁護士3名による第三者の組織へ検証の引き継ぎを行っています。

検証の結論が出るまでには4か月程度が必要となり、令和6年1月頃に結論が出る予定です。

また、検証委員会の検証結果については、広報を通じて公表されます。

【中津川市の方針】

【今後の進め方】

「市有財産運用管理マスタープラン」では、市の貴重な財

源が真に必要な市民サービスへと十分に活用されるよう、施

設の絶対数を減らし、公共施設に係る維持管理費を削減する

ため、用途廃止した施設は民間へ売却することとしています。

閉校した旧4小学校についても、原則この方針に従って進め

ていきます。

編 集 後 記
委員会が発足した平成30年から5年間、これまで発行した「統合準備委員会たより」は今号で22号となりま

した。これまでご愛読をいただきありがとうございました。
皆様のご理解とご協力により統合を進めることができましたこと、心より感謝申し上げます。
夏休み明け新校舎への初登校の日、子どもたちが目を輝かせ、木の香る新しい校舎を笑顔で探検する姿見

ることができ、とても心強くとても嬉しく感じたことを今も強く覚えています。
本号で「統合準備委員会たより」は最後となりますが、これからも福岡地域の子どもたちを見守り、より

よい環境づくりにご協力いただきますようお願いいたします。


